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　拝啓　紅葉の候、皆様におかれましてはお健やかにお過ごしのこととお慶び申し上げます。
コロナ禍において、医療従事者をはじめ、町民の皆様には感染防止等に一丸となって取り組んでいただき、感謝申し上げます。
新型コロナウイルス感染症の感染者数は、以前より落ち着きを見せておりますが、今冬は新型コロナウイルス・インフルエンザの同時流行も懸念され
ております。日々の体調管理、手洗い、屋内三密時のマスク着用、ワクチン接種など、基本的な感染防止対策をお願い申し上げます。
令和4年も残すところあと2ヶ月となりました。最近は秋が短く、すぐ本格的な寒さがやってきます。朝晩の冷え込みが少しずつ厳しくなってくる時季で
すので、皆様におかれましては、くれぐれもご自愛くださいますようお願い申し上げます。
何かご意見やご要望等ございましたらお気軽に仰せください。今後ともご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

令和4年9月定例議会

静岡県議会 令和4年9月定例会（9月29日）にて、一般質問に登壇いたしました。 ＊一部抜粋 

県全体のSDGs推進の核となり、課題を総合的に考え、リーダーシップと責任を持って施策を推進するセクションを明確にした上で、市町や民間も巻き込
みながら、施策をどのように進めていくのか、県民に分かりやすく示すべきである。

①知事の政治姿勢について　SDGsの取組の推進

デジタルに強い若い世代だけでなく、高齢者などデジタルに不慣れな方や利用しない方にもデジタル化の恩恵を感じてもらえるよう、県はどのように取り
組んで行くのか。

②誰一人取り残されないデジタル社会の実現に向けた取組について

県警察では、平成29年6月から、「しずおか関所作戦」と銘打ち「電話機対策の推進」「高齢者の警戒心・防衛心の醸成」「現役世代へのアプローチ」を柱と
した被害防止対策を展開しているほか、様々な取組を行っています。警察独自による尽力も十分承知しているが、悪質な犯罪集団から高齢者を守るため
には、市町をはじめとする関係機関が一体となって、社会全体で特殊詐欺を撲滅するという気運を醸成させることも重要であると考えます。そこで一向に
途絶えることのない特殊詐欺を撲滅させるため、関係機関との連携も含め、県警察としてどのように取り組んでいくのか。

③特殊詐欺撲滅に向けた取組について

アートプロジェクトに選定された地域等は複数年の継続支援となることから、地域的な広がりが十分でないと、県民にとって、なぜ県が特定の活動を支援
するのか分かりづらいと考える。アーツカウンシルについて県民に理解してもらうためには、アーツカウンシルの目的と、支援対象のプロジェクトや支援の
内容をアピールし、アーツカウンシルの取組を広く県民に周知することが重要である。また、より多くの県民がアー トプロジェクトに参画できる仕組として
いくことが必要であると考える。良い取組事例については横展開し、県全体に広げていくことも必要である。県は、アーツカウンシルしずおかが支援するア
ートプロジェクトを県全体に展開していくため、どのように取り組んでいく方針であるか。
＊アーツカウンシルとは？高い専門性を持つスタッフが、芸術文化の振興を目的に、各種芸術文化事業への助成を中心とした支援を行い、芸術の振興に役
立てていく公民協働による文化事業の推進組織です。

④アーツカウンシルしずおかの取組の県全体への展開について

車線逸脱防止機能を十分に発揮させることを目的に、区画線を引き直すことと認識しているが、運転支援技術に頼る前に、区画線は、視覚的に交通を適
切に誘導し安全で円滑な交通を確保する交通安全施設としての重要な役割がある。必要な区間は、速やかに、引き直しを実施していくことが望まれる。「
緊急交通安全対策事業」で実施する区画線の引き直しについて進捗状況と取組方針は。

⑤緊急交通安全対策事業における区画線の引き直しについて

国道1号と交差する道路の渋滞対策に取り組むべきと考えており、清水町内の渋滞緩和に向けた取組状況は。
⑥清水町おける渋滞緩和に向けた取組について

1. 県政の喫緊の課題への対応
（1）牧之原市の認定こども園における事故
・県内保育施設等に対し、安全管理の徹底及び調査指導
（2）物価高騰対策
・補正予算の追加、各事業へのきめの細かい支援策
（3）新型コロナウイルス感染症対策
・新型コロナ療養者支援センター設置
・オミクロン株対応ワクチンの接種開始
（4）新型コロナウイルス感染症とインフルエンザの同時流行に向
けた対策
・3歳未満の乳幼児へのインフルエンザワクチン接種の促進

2. 県政の概要
（1）安全•安心な地域づくり
・地震、津波対策　・盛土対策
(2）持続的な発展に向けた新たな挑戦
・豊かな社会を支える水循環の保全
・リニア中央新幹線建設に伴う大井川水系の水資源及び南アルプ
スの自然環境の保全
(3）未来を担う有徳の人づくり
•国際バカロレア教育の推進　•静岡社会健康医学大学院大学
(4）豊かな暮らしの実現
•県内企業のイノベーション促進　・茶業振興



新々富士川橋の現状工事の
進捗状況と今後の予定、完
成見込みについて確認をさ
せていただきます。順番でい
けば、狩野川第３架橋の現
実につながっていけばいい
と思うわけでございます。

平成30年2月
建設委員会

この狩野川第３架橋は地元
関係者からの要望も多く、周
辺の交通渋滞の緩和や地域
の活性化を図るために早期
の事業化、完成、共用が強く
望まれています。今後の見込
みについて伺います。

令和2年6月
建設委員会

清水町では、狩野川に３番
目の橋梁を架けるという構
想を抱いて、その実現に向け
要望活動を行っています。そ
こで、清水町における狩野川
第３架橋の必要性について、
県の所見を伺います。

平成30年12月
本会議一般質問

狩野川を渡る新橋梁を整備
する方針を昨年度に合意し
、今年度から、県が事業化し
たと承知しています。地元で
は、大変期待しております。
現在の取組状況と見込まれ
る整備効果ついて伺います。

令和4年2月
本会議一般質問

～完成に向けての現状と今後の整備・坪内秀樹のこれまでの取組み～

令和4年7月15日（金）～8月31日（水）まで
●ヴァンジ彫刻庭園美術館及び周辺3市2町からの同館への支援要請（県
への無償誼渡）を受け、令和4年1月～3月に有識者による対応検討会を開
催した。対応検討会においてまとめられた報告書の趣旨を踏まえ、新たな活
用コンセプト等を検討するための調査を実施している。
①県東部地域における文化施設の実態の調査分析
②静岡県東部地域の公立文化施設に求められる役割の調査分析
③ヴァンジ彫刻庭廊美術館の活用コンセプト案及び活用方法案の作成
●調査で検討中の活用の方向性
・現在の建物と庭園を生かしつつ、東部地域におけ
る文化芸術振興の拠点的な役割を担う機能を付加
する。
＊11月中旬をめどに最終調査報告書の提出

ヴァンジ彫刻庭園美術館への対応 始まりました！全国旅行支援！

さあ出かけよう！新しい旅のエチケットを守って安心で楽しい旅行を♪
2022年10月11日（火）～2022年12月20日（火）
●全国を対象とした観光需要喚起策。旅行代金の40％相当が割引されま
す（1人1泊あたり、割引上限額については、交通付旅行商品は8,000円、そ
の他は5,000円）また、現地で使えるクーポン券（平日は3,000円分、休日
1,000円分）が宿泊施設チェックイン時に渡されます。
また、現地で使えるクーポン券（平日は3,000円分、休日1,000円分）が宿
泊施設チェックイン時に渡されます。
＊ワクチン接種歴（3回以上）又はPCR検査等で
陰性確認ができること、日本国内居住者
＊割引適用ルールなどは、各都道府県ホームページ
等にてご確認ください。

＜2022年8月～2022年10月＞

下土狩徳倉沼津港線（仮）狩野川新橋 橋梁改築事業計画について

●2022.8.15　「清水町戦没者を追悼し平和を祈念する式
典」に出席・世界平和を念じ県民の安定と向上に尽力を誓う

●2022.8.4　グランシップにて、SPACの宮城監督等と意
見交換・県民の為になるSPACへ向け努力して参ります

●2022.8.27　「第5回ながいずみキャンドルナイト」に伺い
意見交換する。地元の方々が地元の賑わいの為に開催いたし
ます

●2022.9.4　第23回静岡県障がい者スポーツ大会「わか
ふじスポーツ大会」総合開会式に参加し意見交換する

●2022.9.17　清水町消防団（公財）日本消防協会特別表
彰「まとい」受賞祝賀会に出席し意見交換する。地域貢献に感
謝いたします

●2022.9.19　「八幡神社例大祭」に参加し近隣地域の皆
様と意見交換する。五穀豊穣と地域発展を祈念して参りまし
た

●2022.10.17　自民改革会議「県盛土等の規制に関する
条例」PTにて各団体よりヒアリング、意見交換、要望等を伺う

●2022.10.20　県議会・文化観光委員会で兵庫県、大阪
府視察・大阪府立障がい者交流促進センター他

1. 現状について
●用地調査や地質調査、橋梁設計など調査・設計業務、及び橋梁設に係る河川管理者
との協議を実施している。
●用地調査に先立ち、地元関係者へ説明会を実施。（長伏町内会8/29、上徳倉区9/1、的場区9/4）

2. 今後の予定について3. 坪内秀樹（仮）狩野川新橋整備に向けてのこれまでの取組み ＊発言内容を抜粋 

一般県道下土狩徳倉沼津港線は、駿東郡長泉町を起点として駿東郡清水町を経由し沼津市
に至る幹線道路である。駿東郡清水町市街地には狩野川を渡る橋が少なく、特に現道の徳倉
橋では朝夕の通勤時間帯をはじめ慢性的な交通渋滞が発生し、地域の生活や経済活動に大
きな支障をきたしている。このため、狩野川に新たな橋（仮称 狩野川新橋）を整備する。

2. 今後の予定について
●令和５年度は、引き続き調査・設計業務を実施するとともに、地元関係者の事業計画
への御理解が得られ次第、用地取得に着手する予定。

架橋イメージ（的場から徳倉を望む）
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